
11

V

〉た

・ 基叢 ち １

２

４

ぶ

ク

′

ぬ
「

，

０

●

●

夕登%た7ヽ′t
翻連●D》慕摯

‐ι ど憾島難ロ

え鼻 b一 チ
点 曜 ム 場

縞 像磯導も

ド 聰 卜 覺不鑢 趙 畿

芍



機
挙

壼
怒

イ
サ
で
、な

乙
鍵

に
、♪

奄
雀

鶴
♂

λ

プ与
‘
べ

隆
点

の

春

ｉ

ら
式

燿

と
↓

≒

デ
ィ
ー
ビ

ン
が
′茶

・や
ｉ
ろ
時

か
義

ろ

■

毛
４
嗜

痣
ｆ

ｔ

脚
熟

４

ギ
ｉ
ｔ
′
卜
球
）
ま

■

”

ろ
，
く
な
咸
、ど
あ
９

脅
群
翠
ず

♭
だ
ケ
鋪

発
メ

を
続
た
ご
縣

の

こ

多

を

罵

勁

ぢ

亨
Ｌ

く
し
拡
鶴

り

響
フ
ｔ

Ｊ
４
角
な
が
ダ

亀
質

癬
い

つ
も
な
形
ィ
角

小

ｋ

λ

ふ
ガ

留
ド

え

ｔ
”

み
駆

ぜ
ゃ

す
邊

，
諺
■

婢

か
α

を
見

み
プ
、み
プ
ウ

ト
シ

ギ
が
ぶ

鶴
ず

み
漁
う

な
熱

魏

也
象
患

≒
錢

が
機
な

‘　
ξ
人
は
仁

羅 4勢 え
豹

`〕

降  ■

夕4筆 プ /ヽゼ

を
｀
重111言 i
色礎 嘉ドイ

∵:墨 :毒、・基才黎プ7,

“

亀らなヽ奪 |よ 筆鑓ず f́髭
`あ

らモ瑾
｀
:li:gl(

――はなな―
「h畿:ιθ
― 継 ′亀



■
，．．、

●

一
一
一
一
一
一
一
Ｊ
プ
ざ
／

詐
蒙 11鶉

ヽ
鶴

′

∫

酷

ご
声 難が

燿難華亀艤|

V

毎

４

書

奮
．４

∴

冷

叫
ゴ
嶋
準
撃
岬
暉ち

か
…―
√
Ｊ

ムー
ニ
■
，
な

１

４
者
瑯奪

か
，
れ
ず

賞秘掛
神
「主吋
絲

「韓
Ｆ
‘
■
　―ヽィ
タ
ク
，
■

ガ軒

〓

ギ

シ
■
霧
発

嘩
ゲダ
中
響炒簿
粋

サ

■

ア

で

■
■
ま

二

等

た

， 、
今
ま
す
ｌ
、主

れ
報魂
無
一懸
罐
》

ふ

〓

い
秦
†
修

た

，

.ヒふ]、電:ユ k≧
lltti‐ili'X'｀ it在 とり
理 ソし1‐憲、家 で拳

=…

■



編
一̈
響
』
）
な
一一
、一望
一蜘
句

″
が
申
報

％
Ｉ
梅
”∴

―
身み
ォ
末
て
叶
茅
す
句

攀
″

Ｌ
Ｌ
ご

イ
チ
～

一
摯

寧

れ

一

″ 一
、
，
″
鴨

鐸

げ

に

サ

呻

■

は

ア

レ

拭

シ
γ
／
４
た
４
七
ヅ

′
ギ
ゲ
一
こ
緩
」
叫
を
９
う
ち

い
″ヽ
神輻」ノ瀞
「島一

７
■

日
ま
■
４

ザ
■
．

か

，
ゞ
；

■
η
世
尋

か
ッ
い
，
■
あ
／
わ
は

町
む
で
す
Ъ
，
％

七

ば
よ

ず
≒

鼻
え

ァ
凰

落
■
９
女
７
盛
．ド
ヽ
万
・
ｉ

ぽヽ
ダ軸珀
」押輔
性層

表

一
こ

１ヽ

９
イ

『輌一鰭ガ
墨
費
聯

鱒

ｆ

一一
書
卜
颯
．害
ふ

孵
瞥
悔喫鶴
癬爆』

壼
与

す
ざ
ミ
夢
ギ
■

ム

一

鞘

喩

ず
」

、
し
ヽ

勒審
彎．拙鶯粍
鶴
財詢

奪
沖
リヽ
ー
走

長

島
ｉ
ｔ

疼

■
鉢
■

∵

学
ヒ
尋

叫
ま

す
，

い
チ
す

■

―
卜
う

か
。
身
帝

毎

亀

贅
嗜
詩

テ
ｉキ

ル

「
学
洋―‐ヽ・．．
７
∵
れ
け
‐
／ヽ
ふ■
奪
ャ

投
ψ
ｔ
チ
こ
督
襲
轟
ハ手
イ
ル



⑮ざ扮
騰珍纂鼈

曹
曜
ｒ
ｔ

）」
に
義

、総

之

号

な

場

を

彗

■

プ

雹
ゅ

え

ィ

勢

は
、
一

顧

脅
漁

付

ど

脅

主

凛

が
裏

み
ル
堪

一”
家
す

．　
く
暉
像
こ
Ｌ
マ」
峯

轟
瀞
七

′・し

〕
ヽ
し
静

鷺
ノまヽ

::I

亀
奮茫

V

聾

鯛
ａ

脅

Ｌ

滲

ィ
」
だ

罐
琴
　

尋′
”
一

諄
／
た

■

と

４
奉

響

覧
摯
デ

ず
，

ｔ
√

こ
ご

　

亀

ヽ

ま

ｔ

ｉ

．

転

奪

憾̈
」
″　一丼

‐
Ｊ
ｔ
様

ｉ

・

凛
次
猶

重

意

驚
費

係

ｔｉ

し
■

サ

事

こ

一
ザ

■
Ｃ

ｔ‐
で

―
桑

デ
ー

ル
ｔ

赦

な

ｔ‐で

，

一ヘ
デ
ー

ル
ｔ

服

な

ザ

■

Ｃ

ｔ‐
で
　
、７

資

ピ
ー

ニ
厚
ヽ
驚

歳

′
た
げ
４
■
ぶ
ヽ

碑
・
七

を
４
■
、ま
た

ご
‥

縛

ら

≡
分

，
た
げ
予

砕
・ヽ

碑
・
七

琴

ｔ
ダ
た

計

の
∵
す

，
電
鴬
（一
攀
―

く
こ
１１ｔ
下
織
攀
が
ら

ご

と

ま

ｔ

降

雀

が

た

・力

拿

毎

蜂

も

姿

。電

卜

為

財
た
∵
”
ζ
ヒ
毯

事
　
一晉
ギ
殴
れ
戴
壽
義
が

■耳

む
増，ｔ

審
鳴
氏
　
七
れ
、鳩
在
春
等
七
う
・

ソ

『

え

今

旗

参

雄

に

　

督
〕
れ

簿

孟

嗅

脅

で

寸

糧
難
が
鮮

　

　

」

卜

と

，

ｔ

ｆ

奪
二

■

ご

■

入ヽ
薔

轟ヽ

安

」ヽ
と
な

り

で
す
／
．
　
ふ
こ
気

癖
‐ヽ
た

Ｉ
Ｆ

な
曖

が
ｔ
嘩
，



ぶ

。

こ

げ

よ

う

れ

な
ニ

婚

，

す

ゃ
．
■
■
島
ｒｔ

箪
色

濃
森
ゃ
叙
オ

）ヽ

■

′

一　
た
． 　
搬

．．‐
ψ
〓、「、
、
一キ
■ヽ

９
義

働

Ｌ
楓

弯

け
，
４
、　
　
　
　
、

一
ノ
盛

τ

癬

■
軍

鴻

で
奪
鼻
≒
李́
‘　
響
銀
噌

９

■

ン

ト

警

―

ル

が

畿

ｔ
癬
，
疲
、
（丁

森

ζ
■
さ
４
ギ
奪
一
ｉ

．メ

■

１
ヽ
詳
■
ォ

．
　
ｔ
・
チ

ｔ

７
籍

ム

た

贅
、１

っ

計

喩

争

鏑

ｔ

く

た

ヽ

く

ヽ

ｔ

ｒ

１ヽ

れ

、敬
轟

４
．
Ｆ
‐
デ
ー
　
．ぃ′
　
蓼
、　
ィ
プ

　

ー
‥

ハ
Ｖ
　

ｙヽ

デ
」
ニ
リ
鰹
鰤

〕賛
畔
一
蜘
由
海
減
一」
「」
縛
パ
」
』
温
一

銀

ふ

花

許ｒヽ
地

Ｌ

■

嗜

サ

モ

９

浄

犠

Ｌ
総

ふヽ
ｔ
　
ぃす

季

撫
鴨
無

４

や

彙

蓉
れ

ｉ
ｔ

亀

婢

・隼

ず

肇

ｔ

，

な
び
鱒
一
牌
嶽
醐
歓〕

た

■

溝

‐
Ｉ
‥，
■

ど

寸

７
　

ｔ

ｔ
が

す

？

オ

えヽ

た

ｔ

ｌ

Ｉ

■

卜

券

藩

オ

骨

二

響
」
∵

賓

こ

一
僣

こ
ｔ

４
、セ
．／
　

ジ

鷺

ｔ

餓
銀

，

ｔ
手

ヒ
ｔ
す

ご
象
た
逓
選

オ
ヽ
婢
３

４
」
嗜

で
―

ニ

ヘ
‘ち
　
盈
“

彗

い

ｚ
、
な

せ

″
―
―‐
二

」



ぇ墨嘗lξζ∫詈雪慇

立嚢摯曇

咀ヽ嚢輪彎

轟鐘

攀攀鸞

鸞鉤魃

轟羹骨

覇量翁 藁黙や `

霧曇鍵轟轟鰺警:幸轟曇會藤簿鵞峨
卜薇が轟尋ミ鐘斃肇雛響覇曇警繁く等

緊警鶴議導・k Fl.奮蠅覆_だ鰤轟

《麒瘍 八鮨鰺郎 ィ
:沃屏隕 ]｀

(ご ゞ



餡  儡

規蝸
卜
写
ザ

雲
．亀
象
‰

鐘
働

た
電
事

ゞ
９
争

蕉
ゼ
麦

ｔ
争
九

　
裁

響
け
」
て
た
ず
■
講ｆ
亀

盪
軌

ザ
錯
気
姓

‘懸

靖

た
が
札
懲

ギ
響
ボ
導

麗

こ
た
襲
参
な
ｔ
券

響

ｔ
Ｌ

■
籍
撃
す
九

転

嬌
ｔ

た
っ
舞
椰
担

ｔ
鯛ヽ
こ
剣
脅
鋳

奏
銭

場

ｌ
ｔ
『
と
ヽ

■
サ

憮
時
綺
セ

一が

導

亀

主

ネ

輩

た

が
．―

‘

轟
理
最
　
鉾
事
逮
員

蟄

断
∬
骨

亀
む
た
史

幌

で
す

。
旬
ｔ
ず
ゞ

な

靖
ｒ
誰

ず
炒

，
４
１

／

が

訴

彎

凛
春

ず
ｔ

仏

彎
資』
箱鸞
炉鐸
群
曹

供

せ
た

Ｉ
∵

・境

継

ち

奪

ｔ
錯
ふ
一
ぐ
嗜

南

ひ
ｔ
を
題

む
丼
むヽ
サ

繊へ
　
す
よ
　
オ
リ
′一　
ヽ
，
・　
・
‥

参
轟



亀

去
■
悔

賀

秦
響
が
舞
彗
慮

に
，
タ
ム
ピＴ
きを
サ
う
投

役

と
資
工簿
奏
ヽ
な
無
■
、籾
デ

廃
‐ヽ
な
恭
，
讐
Ｐ

考
ｔ
４年
↓電
名
μ
観

ぅ
対
農

き
が
せ
１
■
オ
、■

秦
ア
事
■

オ
掟
埓
饉
な
峨

費
遂
１

去
驚
γ

・慟
嘉
）う
ｌ
ｉ
ザ
隼
す
っ

，
つ

ｌ

χ

職

感

鍵

攣

午
後

ご
叫
Ｒ
ｉ
蛹
．

醐
場
嬌

ａ
囃
颯
が
が
基
づ
い
ｔ
・
７
」

ょ
う
総

０
鳥

碑
望

幹
嬌
ホ
む

略
観
評
習
毎
謬
登
製
岬
『）

絋

ぽ
真
盤

が
，
ｌ

Ｆ
え

親
Ｉ

・護
義

齢

十

春

持
〓

―
、
ｔ
―ヽ
夕
す
ヽ
ゞ
―

イ
√
う

ヽ

こ
卜
鑽

叫

ｔ

暮
す
一

常

轟

一ヽノ

嘉
奪
る
福
緋
款
′韻
菫

，
夕
場

プ
θ
ゆ
「ム

東
業
本
部
久
手

襲

暉

犠

率
′・↑
ケ
去夕
額
摯
．
千
気

獅
議
孵
）慾夕魏
鷲
タ
リ
こ．≫

:亀 ‡1■ キ,2J
疑 奪

鷲
疑
亀
嘘
尋
羅
も

苺

脅

解
‥

点
■
バ
Ｆ
凛
費

ケ
ｒ

・
鵜
響撮
な
書
Ｔが
鼻
秘
雑
整
げ
聯
縄


	IMG_20200430_0001
	IMG_20200430_0002
	IMG_20200430_0003
	IMG_20200430_0004
	IMG_20200430_0005
	IMG_20200430_0006
	IMG_20200430_0007
	IMG_20200430_0008
	IMG_20200430_0009

